













時間的な出来事 としての音楽 というものが、二次元的な紙面 という空間にど
う翻訳されていくかというのを、説明していただいたと思います。そこには
普遍的な性格 と、ある意味でローカルな性格が存在 します。特に今回の発表
で注 目されたのは、文字の書 き方にある、アジア、 日本の場合だったら縦書
























ふうに書 くものはバ ラバラの組み合わせ と、音楽はどういうものであるかを
想像するときに、一致性があって、おっしゃっているとおりにただ記譜法が
あって、それで音楽をどう書 くかというのではなくて、逆に新 しい音楽が現







があると思 うのです。 日本の ものは、大体奏法譜が多い と思うのです。 日本
の伝統的な古い楽譜 というのは、演奏の仕方、奏法を表 した譜が多いと思 う




































バ ッハの時代までは、基本的に五線譜 というのは歌の楽譜だった と思 うので
す。楽器の人たちもそれを演奏で きるように習ったのですけれ ども、基本的
にはそれは全部歌の楽譜です。なぜ奏法を書いてないか と言います と、 これ
は歌のつ もりで書かれているか らです。歌 というのは、一番は奏法 として指






















































を、骨格だけをかな り抽象化 して書 く。そういう方法はあったのかなという
気がしています。
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